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１
月
５
日
、
南
部
町
新
年
互
礼

会
が
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
な
か
、

２
０
５
人
が
参
加
。
新
年
を
祝
う

と
と
も
に
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
で
町

民
憲
章
を
唱
和
し
た
ほ
か
、
工
藤

新
年
を
祝
い

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

南
部
町

新
年
互
礼
会

町
長
が
「
今
後
も
人
口
減
少
対
策

を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
『
ま
ち

づ
く
り
』
に
、
よ
り
一
層
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
17
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
村
文
男

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
「
受
賞
は
身

に
余
る
光
栄
で
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
受
賞
で
き
ま
し
た
の

も
、
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
頂
戴
し

た
表
彰
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
な

お
一
層
精
進
し
、
南
部
町
発
展
の

た
め
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
さ
ら

な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

善行表彰 町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活
動などにおいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。

新田 遥加 さん （名農高）

　第30回地球環境大賞顕彰
制度において文部科学大臣
賞受賞。

寺沢 ゆき さん （名農高）

　第30回地球環境大賞顕彰
制度において文部科学大臣
賞受賞。

中居 泉穂 さん （名農高）

　第30回地球環境大賞顕彰
制度において文部科学大臣
賞受賞。

工藤 弦 さん （南部中）

　文部科学大臣杯第64回小
学生・中学生全国空手道選
手権大会個人戦中学1年生男
子形の部において第5位入賞。

掛端 博貴 さん （名農高）

　第30回地球環境大賞顕彰
制度において文部科学大臣
賞受賞。

佐々木 昌虎 さん （名農高）

　第30回地球環境大賞顕彰
制度において文部科学大臣
賞受賞。

工藤町長が式辞を述べました
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中村 文男 さん （鳥谷）

　町農業委員会委員の職に
あって、地方自治の振興発
展に貢献。

功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展に貢献し、その功績が優れた方や、社会の福祉、民生の安定に
寄与し、その功績が特に優れた方などに贈られます。

赤澤 栄夫 さん （剣吉）

　町子ども会育成連絡協議
会委員として、地域の振興
発展に貢献。

野々上 隆 さん （斗賀）

　町スポーツ推進委員協議
会委員として、体育の振興
発展に貢献。

工藤 忠善 さん （大向）

　町体育協会委員として、
地域の振興発展に貢献。

最上 恵美子 さん （福田）

　町民生委員児童委員の職
にあって、地方自治の振興
発展に貢献。

千葉 茂夫 さん
（医療センター院長）

　町立学校の学校医として、
地域福祉の振興発展に貢献。

小澤田 ひめ さん （高瀬）

　町保健推進員ならびに食
生活改善推進員の職にあっ
て、住民福祉の振興発展に
貢献。

坂本 誠治 さん （小向）

　町農業委員会委員ならび
に行政員の職にあって、地
方自治の振興発展に貢献。

小泉 清博 さん （小泉）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

田中 保 さん （剣吉）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

名久井 重信 さん （森越）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

工
藤
町
長
か
ら
受
賞
者
へ
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
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あたたかい善意に感謝
12月21日、五戸町在住の世界的なキルト作家

丸屋米子さんが、町内に避難しているウクライ
ナ人家族支援のため、寄付金10万円とキルトの
タペストリーを寄贈してくださいました。
寄付金は、キルトのイベントでの収益金の一

部と、丸屋さんの生徒4人などからの寄付を合
わせたもの。タペストリーは、世界中のキルト
作家約100人と約2年間かけて完成させたもの
で、戦争終結への願いが込められています。
丸屋さんは、「南部町に避難されているウク

ライナ人の方たちのため、何か力になれたらと
考えました。早く戦争が終わり、平和な世界に
なってくれれば」と話しました。

丸屋さん（右から3人目）とキルト教室の生徒の皆さん

令和4年 秋の叙勲
宮澤 誠 さん（斗賀）

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
学校保健功労

栄えある受章
おめでとうございます

宮澤さんは、昭和60年4月から現在まで、町立小
中学校や幼稚園の学校歯科医を務め、長きにわたり、
幼児・児童生徒の学校歯科保健活動の推進に献身的
に努力されてきました。
また、平成21年4月から平成27年5月まで青森県
歯科医師会副会長を務めるなど、口腔衛生活動の推
進に尽力されました。
宮澤さんは「歯科医として当然のことを続けてき
ただけで、受章できるとは思ってもみませんでした。
仕事や役職を与えてくれる人がいなければ応えるこ
ともできませんし、医院のスタッフや家族の協力が
あってこそです。皆さんに感謝しています」と話し
ました。

予約について
平日窓口延長は完全予約制です。
また、その他は予約優先です。
ご予約をお願いします。
右側のQRコードから
予約手続きができます。

２月の休日開庁日
４日（土）・１２日（日）※

１８日（土）・２６日（日）
※開庁時間は8時30分から17時です。
ただし12日（日）は12時までです。

※開庁は役場のみで各支所は閉庁してます。

転出届は「マイナポータル」からも可能に

マイナンバーカード
窓口からのお知らせ

【お問合せ】住民生活課 ☏0178-38-5963又は080-2848-0448

郵便局でマイナンバーカードの申請ができます
マイナンバーカード申請サポートを、

町内郵便局にて令和５年３月３１日まで行っております。
取扱郵便局：福地郵便局、名川郵便局、上名久井郵便局、諏訪ノ平郵便局、三戸駅前郵便局
実施時間：郵便局の窓口営業時間内
対象者：窓口に来局されたマイナンバーカードの申請が未済の方（全国の住民が対象）
その他詳しくは、郵便局窓口にお問合せください。 ☎ （上名久井郵便局）

【ご注意ください】
・マイナポイントの申請は２月末までにマイナカードを
申請した方が対象になります。
・マイナンバーカード商品券の交付は３月末までにマイ
ナカードを受け取った方が対象です。
申請してカードができるまで約１ヶ月かかりますので、

まだの方はお早めに申請ください。

マイナンバーカードを所有している人は、「マイナポータ
ル」からオンラインでも転出の届出が可能です。詳しくはデ
ジタル庁ホームページをご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先
市区町村の窓口に来庁して転入届等の手続が必要です。

（引っ越しワンストップサービス

月
末
日
ま
で

申請
率

県内
順位

交付
率

県内
順位

南部町 ％ 位 ％ 位

青森県
平均 ％ － ％ －

マイナンバーカードの申請及び交付率
（令和 年 月 日現在）

※タペストリーとは、壁掛けなどに使われる室内装飾
用の織物の一種です。
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末
日
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郷土愛護の決意を新たに
南部町消防団出初式

1月15日、南部町消防団出初式を福地地区
で開催。新型コロナウイルス対策で規模が縮
小されるなか、団員275人が日頃の訓練の成
果を披露しました。
団員たちは集合・整列後、堂々とした分列
行進を実施。その後、福地体育センターで式
典が行われ、伝統のまとい振りやはしご乗り
演技が行われました。
工藤町長は「統率のとれた部隊行動などを
観閲し、力強く感じています。消防団の重要
性はなお一層高まっており、安全で安心した
暮らしの実現のため、より一層のご尽力をお
願いします」と訓示。金澤正一団長は「住民
の防災に対する意識が高くなっているなか、
消防団への期待は非常に大きくなっていま
す。今後も「無火災の町、南部町」の実現を
目指していく所存です」とあいさつしました。

原油高騰・物価高騰対策を実施
受験生等を持つ親等と大学生等を持つ親等を支援

原油高騰と物価高騰対策のため、受験生等
を持つ親等への灯油購入支援金と大学生等を
持つ親等への支援金を支給することとし、
12月21日、役場で贈呈式を開催。申請者代
表の4人の方へ支援金が手渡されました。
この支援金は、原油高騰と物価高騰への町
独自の対策として、受験生等を持つ親等の灯
油購入費用の負担軽減と、大学生等を持つ親
等への学資の一部支援を目的としたものです。
支援金を受け取った大学生のお子さんを持
つ安ケ平敦志さんは「寒い時期なので、子ど
もの灯油代や電気代に充てたい。とても助か
ります」と話しました。工藤町長から申請者へ支援金が手渡されました

まとい隊による勇壮なまとい振り演技

町独自

ズームインなんぶ

ZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM IN
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防犯と110番の適正利用を呼びかけ
「110番の日」広報活動

1月10日、町内4か所で三戸警察署の各駐
在所と警察官駐在所連絡協議会が「110番の
日」広報活動を行いました。
青森県では110番通報のうち、いたずらや

急を要しない通報が約29％を占めており、防
犯啓発活動と110番の適正利用を目的に実施
されました。
マエダストア名川店で広報活動を行った名

川警察官駐在所連絡協議会の河門前正彦会長
は「110番が必要か、警察署への相談事か、
通報の前に考えてもらいたいと思います。活
動を通じて、犯罪のない明るい社会になって
くれれば」と話しました。

広報用のチラシや防犯グッズを配布しながら広報活動を行
いました

12
月
11
日
の
日
本
語
教
室

は
、
日
本
語
の
試
験
が
終
わ
っ

て
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
こ
と
も

あ
り
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　
い

ろ
は
の
居
」
の
方
々
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪
に
穴
を
あ

け
て
ア
ー
ト
ラ
ン
プ
を
作
り
ま

し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
瓢
箪
の
中
に

ラ
イ
ト
を
入
れ
る
と
、
穴
を
あ

け
た
部
分
か
ら
柔
ら
か
に
光
が

漏
れ
て
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

な
り
ま
す
。「
綺
麗
で
す
ね
」「
家

へ
帰
っ
て
、
夜
寝
る
と
き
に
使

い
ま
す
」「
食
事
の
時
に
使
い

ま
す
」
と
、
参
加
者
か
ら
好
評

で
し
た
。

寒
さ
が
増
す
こ
の
時
期
、
外

国
人
が
初
め
て
迎
え
る
日
本
の

冬
は
、
と
て
も
こ
た
え
る
よ
う

で
す
。
特
に
暖
か
い
地
域
か
ら

来
日
し
た
人
か
ら
は
、

「
部
屋
に
あ
る
エ
ア
コ
ン
が
暖
か

く
な
い
。
壊
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」（
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
は
東

北
の
冬
は
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
）

「
昼
な
の
に
外
が
暗
い
で
す
」

（
こ
れ
は
何
と
も
で
き
ま
せ
ん
）

「
ず
っ
と
部
屋
を
締
め
切
っ
て

い
た
ら
、
布
団
に
カ
ビ
が
生
え

た
。
寒
い
の
に
ど
う
し
て
カ
ビ

が
生
え
る
？
」（
意
外
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
よ
く
聞
き
ま
す
）

「
道
を
歩
い
て
い
て
自
分
だ
け

滑
っ
て
転
ぶ
。
ど
う
し
て
日
本

人
は
転
ば
な
い
ん
で
す
か
？
」

（
ブ
ー
ツ
な
ど
を
現
物
を
見
な

い
で
購
入
す
る
と
、
靴
底
に
滑

り
止
め
加
工
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

な
ど
、
冬
の
暮
ら
し
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
ま
す
。

「
自
分
の
国
で
雪
を
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
初
め
て

雪
を
見
た
と
き
は
綺
麗
で
感
動

し
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
寒
く
て

外
に
出
た
く
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
の
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
来

日
し
て
初
め
て
の
冬
は
、
慣
れ

る
ま
で
が
大
変
そ
う
で
す
。

地域おこし
協力隊 より

昨
年
度
は
、
冬
に
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
餅
つ
き
体
験
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
外
国

人
や
、
そ
の
様
子
を
写
真
で
見

た
国
の
家
族
、
友
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、
日
本
の
餅
つ
き
は
珍
し

く
、
新
鮮
で
、
興
味
深
か
っ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
冬
も
外
国
人
と
日
本
人

が
一
緒
に
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
よ

う
な
企
画
を
考
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

国際交流センター
Facebook

文　伊藤 寛子
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子育て通信
南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

　 おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

2月10日　絵本を楽しみましょう
2月17日　お誕生会
2月24日　ひなまつり製作
3月10日　ままごとあそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

2月8・15・22日
3月8日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

2月6・13・20日
3月6日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

2月8日　バレンタイン製作
2月15日　誕生会
2月22日　ひなまつり製作
3月8日　誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

2月7・9・14・16・21日
3月7・9日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

2月9日　  牛乳パックあそび
2月16日　子育て講座　保健③
3月2日　  ひなかざり製作
3月9日　  ぬりえあそび

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時~11時30分

2月21日　スクラップブッキング作り☆
3月7日　  みんなでひな祭り♪

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更となる場合があ
りますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　　問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

1歳6か月児健康診査 R3.6～R3.7生 2月9日（木） 12時15分～12時45分
ゆとりあ4歳児健康相談 H30.6～H30.7生 2月21日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

乳児健康診査 R4.9~R4.11生 3月2日（木） 12時15分～12時45分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があります。その際は、対象者に通知します。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　2月13日㈪、3月13日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG　2月8日㈬、3月8日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ロタウイルス、B型肝炎、
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

乳幼児のやけどにご注意を
どんなやけどが起きているの？
▶お茶、みそ汁、カップ麺などをひっく
り返してのやけど

▶電気ケトル、ポットを倒して熱湯をか
ぶったり、炊飯器の蒸気でのやけど

▶暖房器具を触ったり、加湿器の蒸気で
のやけど　等

※発達に伴う乳幼児の心身の変化を踏ま
えて、家の中でのやけどの危険性を　
点検してみましょう。

もしも、やけどしたときは？
▶水道水やシャワーなどの流水で10分以
上冷やしましょう。刺激を避けるため
容器に溜めた水で冷やすなどし、流水
を直接当てないようにしましょう。

▶やけどが片足・片腕以上の広範囲な場
合は、救急車を呼ぶか、至急病院へ行
きましょう。

問合せ・相談
▶小児医療電話相談　☎#8000
▶健康こども課（健康センター）
　☎0178-60-7100

子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さ
んなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。
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地域包括支援センター
だより　③

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、
元
気
に
過
ご
そ
う

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
「
健
康
」
か
ら
「
要
介
護
」
に

移
行
す
る
中
間
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
は
、
早
め
に
対
処
す
れ
ば
「
健
康
」
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に

健
常
な
状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
し
な
が
ら
、
運
動
機
能
・

認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
社
会

的
に
関
わ
り
を
保
ち
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。フ

レ
イ
ル
予
防
①

低
栄
養
は
、
フ
レ
イ
ル
を
起
こ

す
最
大
の
要
因
で
す
。
主
食
、
主

菜
、
副
菜
を
基
本
に
１
日
３
食
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
低
栄
養
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。フ

レ
イ
ル
予
防
②

口
腔
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
噛
む
力
が
弱
く
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
お
口
を
動

す
こ
と
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防
③

筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
日
常
生
活
の
行
動
に
、
少
し

運
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
歩
く
時

間
や
距
離
を
伸
ば
し
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
毎
日
続
け
ら
れ
る
方
法

を
少
し
ず
つ
始
め
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防
④

人
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
新
た
な
つ
な
が
り
を
作
っ
た

り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
貢
献
す
る
役
割
を
担
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
人
と
の
関
り
を
保
ち

続
け
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ム
機
で
フ
レ
イ
ル
予
防

青
森
県
で
実
施
し
て
い
る

「
ゲ
ー
ム
機
を
活
用
し
た
高
齢
者

の
フ
レ
イ
ル
予
防
推
進
事
業
」
を

活
用
し
て
、町
内
の
通
い
の
場（
高

齢
者
サ
ロ
ン
）
な
ど
で
、
ボ
ー
リ

ン
グ
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
ゲ
ー

ム
機
を
使
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
ゲ
ー
ム

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
「
楽
し
み
な

が
ら
運
動
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
自
分
が
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
も
、

他
の
人
を
応
援
す
る
の
も
楽
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
し
た
。

通
い
の
場
づ
く
り
を
応
援

閉
じ
こ
も
り
が
継
続
し
て
筋
力

低
下
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
短

時
間
だ
け
で
も
外
に
出
て
、
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。「
今
後
に
向
け
て
話
し
を
聞

き
た
い
」「
と
り
あ
え
ず
話
だ
け

で
も
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あなたは大丈夫？　身体的フレイル自己チェック

□　6か月で2~3㎏以上の体重が減った
□　握力が弱い（男性26㎏以下、女性18㎏以下）
□　この2週間、わけもなく疲れたような感じがする
□　歩くのが遅くなった（歩行速度1m/秒未満）
□　軽い運動や体操、定期的なスポーツなどの運動習慣がない

3つ以上当てはまる場合は
身体的フレイル、1つまたは
2つ当てはまる人はフレイ
ル予備軍です

問合せ
　地域包括支援センター
　（健康センター）
　☎0178-76-2555
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

令和5年度　放課後児童クラブ入会児童募集

対象児童　�下校後、労働等により家に保護者が
誰もいない小学1~6年生

※入会申請が多数の場合は、低学年の児童を優
先します。

開設時間　▶平日　下校後～18時30分
　　　　　▶土曜日・学校休校日・長期休業日
　　　　　　7時30分～18時30分

費用　月額　2300円
申込方法　�各庁舎に用意している申請書に必要

事項を記入のうえ、就労証明書等を
添付して提出してください。

申込期限　2月28日（火）
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

「高額介護合算療養費の支給申請のお知らせ」
を送付します
被保険者で、医療費と介護サービス費の自己

負担額の1年分（令和3年8月1日~令和4年7月
31日）の合算額が次の表の限度額を超えた場合、
超えた額が支給されます（500円以下の場合は
対象外）。世帯内に後期高齢者医療制度に加入
している方が複数いる場合は、世帯で合算して
支給額を計算します。
支給要件に該当すると思われる世帯には、2

月下旬（予定）に青森県後期高齢者医療広域連
合から「支給申請のお知らせ」を送付しますので、
お知らせが届いた方は申請してください。
対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した

方や県外から転入してきた被保険者がいる世帯
など、支給対象となる世帯でも「支給申請のお
知らせ」が送付されない場合がありますので、
対象になると思われる方はお問い合わせください。

開設場所
クラブの名称 定員 場所

名川なかよしクラブ 80 名川（名久井）小学校構内　学童保育施設
剣吉なかよしクラブ 40 南部芸能伝承館
向児童クラブ 40 旧向保育所
南部児童クラブ 40 南部老人福祉センター
福地学童保育クラブ 120 総合保健福祉センターゆとりあ
杉沢学童保育クラブ 40 あけぼの研修センター
※名久井なかよしクラブは、小学校の名称に合わせて「名川なかよしクラブ」に変更します。

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得Ⅲ　※1 212万円
現役並み所得Ⅱ　※2 141万円
現役並み所得Ⅰ　※3 67万円
一般　　　※4 56万円
低所得Ⅱ　※5 31万円
低所得Ⅰ　※6 19万円
※1　課税所得690万円以上の方
※2　課税所得380万円以上690万円未満の方
※3　課税所得145万円以上380万円未満の方
※4　住民税課税世帯の方
　　　（※1~3、5~6に当てはまらない方）
※5　世帯員全員が住民税非課税の方
※6　�世帯員全員が住民税非課税の方のうち、

世帯員全員の各所得金額が0円の方
　　　（公的年金の場合は収入が年額80万円以下）
※自己負担額は、支払った額から高額療養費や
高額介護（予防）サービス費を除いた額です。
※申請方法などの詳細はお問い合わせください。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323
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令和5年度　住民健診の申し込みが始まります
町では、町民の皆さんの健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。
健診は一年に一度、ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診にお申し込みください。

受診する項目を決めましょう
特定健診　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です

加入保険など 対象年齢等 自己負担額
南部町国民健康保険 30~69歳 1000円

70~74歳（75歳の誕生日の前日まで） 300円

後期高齢者医療制度 ▶75歳以上（75歳の誕生日以後）の方
▶65~74歳の加入者の方 無料

生活保護受給者 30歳以上 無料
※上記以外の方の特定健診は「事業主」または「保険証の発行元」にお問い合わせください。
各種がん検診　※令和5年度より対象年齢等が変更となります

項目 検査内容 対象年齢等 自己負担額
肺がん・結核検診 胸部X線撮影 40歳以上（65歳以上は結核検診） 無料
胃がん検診 胃部X線撮影（バリウム） 40歳以上 500円
大腸がん検診 便の潜血反応検査 40歳以上 500円

肝炎ウイルス検査 血液検査 40・45・50・55・60歳の方
(検査を受けたことがない方) 無料

子宮頸がん検診 視診、内診、細胞診
(超音波検査は費用別途) 20歳以上の偶数年齢の女性 1000円

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のX線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1000円
※特定健診と各種がん検診の対象年齢は、令和6年3月末時点での年齢です。
※70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

受診方法を決めましょう
「集団健診」と「個別健診」がありますので、
どちらで受診するかお選びください。
※特定健診と各種がん検診を同時に受診するこ
ともできます。

個別健診を実施している健診機関
▶南部町医療センター　　　☎0178-76-2001
▶八戸西健診プラザ　　　　☎0178-21-1717
▶八戸市総合健診センター　☎0178-70-5563
▶五戸町健診センター　　　☎0178-62-5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診
できます。
※集団健診については、別途、各世帯へ郵送す
る案内に記載します。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

住民健診申込書が各世帯へ郵便で届きます
健康こども課から申込書類を郵送しますので、ご記入のうえ、同封の返信用封筒にてご返送ください。

国保人間ドックのご案内
国保人間ドックを希望する方は、同封の「受
診希望調査票」に記入し、申込書と一緒にご返
送ください。
希望があった方には、別途、健康こども課よ
りご案内する予定です。
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赤十字会員（社員）増強・活動資金増収運動

献血にご協力を

南部町ふれあい体験農園利用者募集

日本赤十字社は「救うを託されている」団体
として、災害・紛争・感染症で失われる命を守
り、その苦痛を限りなく軽減するための活動の
ほか、地域や教育現場における平時からの防災・
減災の知識・技術の普及促進や地域のレジリエ
ンス（回復力）の強化など、日本赤十字社が国
内外で取り組む活動を通じてその思いを届けて
います。
こうした活動を継続できることは、すべて、

地域の皆さんが赤十字へ託していただいた会費
（社費）や寄付金などのご支援によるものです。

皆さんで支えている赤十字の活動を推進する
ため、日赤南部町分区から協力依頼を受けた行
政員の方が皆さんのお宅へ伺いますので、赤十
字会員への加入ならびに赤十字活動資金（会費・
寄付金）のご支援について、よろしくお願いし
ます。
問合せ
▶日本赤十字社青森県支部　総務課　会計係
　☎017-722-2011
▶福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

赤十字会員加入・赤十字活動資金のご支援をお願いします

病気やけがなどで輸血を必要としている人の
命を救うため、男性は17歳から64歳、女性は
18歳から64歳の健康な人に400ml献血をお願
いしています。
ただし、60歳から64歳までの間に献血の経験

があれば、69歳までできます。
献血にご協力いただいた方には血液検査の結

果が送付され、健康管理に役立てることもでき
ます。初めての方もぜひ、ご協力ください。

日時　2月17日（金）
　　　10時～11時45分・13時～16時
場所　南部町役場
※安全で責任のある献血をお願いするため、運
転免許証など、本人確認ができるものを持参
してください。

問合せ　�福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

町では、農業者以外の人が野菜づくりなどを
通して自然とふれあい、農業に対する親しみと
理解と深めるため、バーデパーク隣に「南部町
ふれあい体験農園」を開設しています。同農園
の利用者を次のとおり募集します。
貸付面積　1区画32㎡
募集区画　単年区画15区画
※申込多数の場合は抽選

貸付期間　4月中旬~11月中旬
使用料　　1区画　2090円/年
申込期限　3月31日（金）
申込方法　3月1日（水）より南部町役場と各支
所窓口に申込用紙を用意していますので、必
要事項を記入のうえ提出してください。

問合せ・申込み　商工観光課
　　　　　　　　☎0178-38-5965
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農業講演会を開催します

アシストスーツ購入費用補助　申請受付期間を延長します！

日時　2月21日（火）　13時30分~
会場　楽楽ホール
定員　150人（先着順）
※新型コロナウイルス感染症対策のため、入場
者数を制限します。予めご了承ください。

入場料　無料
※詳細は町ホームページをご確認ください。
問合せ　農林課　☎0178-38-5964

内容
①演題「令和5年の気象予想と農作物の栽培管

理について」
　講師　日本気象学会会員　鈴木�二三子�氏
②演題「ジュノハートにおける流通・消費の現

段階と課題」
　講師　�国立大学法人弘前大学�農学生命科学部�

教授　石塚�哉史�氏　ほか

新型コロナウイルス感染症の影響により見込
まれる労働者不足の補填等を目的とし、町内の
農畜産業者を対象に実施している農畜産業労働
支援事業（アシストスーツ購入費用補助）につ
いて、好評につき申請受付期間を延長します。
事業の申請をする場合は、以下の内容をご確
認のうえ、お申し込みください。
なお、予算がなくなり次第、受付は終了とな
ります。
補助事業の内容
　農畜産業に活用できる補助器具（アシストスー
ツ・本体）の購入費用を補助するもの

延長後申請受付期限　3月10日（金）
補助対象者
　町内に住所を有する方で、次の全ての要件を
満たす農畜産業者
▶耕作面積が20a以上の農業者または令和3年
中に畜産の販売実績のある畜産業者

▶令和3年分の農業申告が完了し、農業収入に
おける自家消費割合が20%未満であること
▶過去5年間において、事業中止等の理由によ
り補助金等の返還対象となっていないこと
▶本人及びその世帯員に町税の滞納がないこと

本事業の申請に必要な書類など詳細は、町ホー
ムページをご確認ください。
問合せ　農林課　☎0178-38-5964

補助対象区分・補助率等
補助対象区分 補助率 上限着数

①支援対象者 農畜産業者本人 8/10以内（上限16万円） １着

②支援対象専従者 ①の方の令和３年分農業申告で専従者である方 5/10以内（上限10万円） ２着

③準支援対象者 ②以外の方で①の方から給与が支払われ、その所得申告
を完了している方 3/10以内（上限6万円） １着
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果樹改植等事業（国庫事業）の申し込みを受け付けします
令和5年度第1次果樹経営支援対策事業、果樹

未収益期間支援事業および果樹先導的支援事業
の申し込みを受け付けします。実施希望の方は
下記によりお申し込みください。
なお、第2次計画（令和6年春植え）については、

令和5年5月号または6月号の広報へ掲載予定です。
補助対象事業
①果樹経営対策支援事業および果樹未収益期間

支援事業
　新植・改植（今回の1次計画では、令和5年秋
植えと令和6年春植えのどちらでも可能です）

②果樹放任園対策（廃園）
事業スケジュール
▶着手　令和5年8月頃
▶完成　令和6年4月末
▶補助金交付　令和6年9月末
※①、②ともに、伐採作業は令和6年3月末まで
に着手する必要があります。

③果樹先導的支援事業（10a以上）
▶特認事業（防風網・防霜ファンの設置）
▶小規模園地造成（園内道整備、傾斜の緩和、
土壌土層改良、排水路の新設等）

※土壌土層改良は2a以上
▶かん水施設整備等
▶簡易型雨よけ設備の設置
事業スケジュール
▶着手　令和5年8月頃
▶完成　令和5年12月中旬
▶補助金交付時期　令和6年3月末
対象となる果樹
　りんご、おうとう、もも、ネクタリン、ぶどう、
梨、すもも、プルーン、うめ、あんず

※品目ごとの品種については町ホームページで
ご確認いただくか、事務局までお問い合わせ
ください。

補助率（額）
①果樹新植（改植）
▶特産果樹・りんご
　150（170）~320（330）円/㎡

▶高密植、超高密植
　520（530）~710（730）円/㎡
②果樹放任園対策（廃園）
　8万円/10a（下限本数有）
③果樹先導的支援事業　1/2以内
※簡易型雨よけ設備上限額　160万円/10a�
対象となる農業者の方（要件）
　町内に住所を有する70歳未満の方、または後
継者の年齢が65歳未満の認定農業者。それ以
外の方はご相談ください。
※詳細はホームページにも掲載しています。
実施条件
▶改植事業は、過去5年間、肥培管理されてい
る園地での実施が可能です。
▶事業完了年度の翌年から8年間、園地の保全
義務があります。
▶果樹先導的支援事業を実施する場合は、果樹
共済もしくは収入保険への加入が必須です。
▶雨よけ設備の設置については、新植・改植と
一体的な実施が必要です。

申込期間　2月3日（金）~2月28日（火）　※厳守
申込方法　�農林課に備え付けている申込書を記

入し、必要書類を添えて事務局（農林
課）へ提出してください。町ホーム
ページからもダウンロードできます。

申込みされる場合に必要な書類等
▶全メニュー共通　�申込書、個別調査票、現況

画像（データ）
▶果樹新植　�植栽後の園地の見取図
　　　　　　（植栽間隔を記入のこと）
▶果樹先導的支援事業　見積書および設置図面
▶通帳と銀行印
その他留意事項
国庫事業のため、スケジュールは多少前後す
る場合がありますので、予めご了承ください。
事業の詳細はお問い合わせいただくか、町ホー
ムページでご確認ください。
問合せ　農林課
　　　　☎0178-38-5964

広報なんぶちょう 2月号 14



農業者年金がさらに便利に！～より加入しやすく・生活設計に応じた年金受給～

結婚を希望する男女の出会いを応援します！
南部町は、AI（人工知能）を活用したあおも
りマッチングシステム「AI（あい）であう」を
青森県と共同で運用しています。

「AI（あい）であう」とは？
▶いつでもどこでもお相手検索
　スマホ・PCから条件を設定して、いつでも
どこでもお相手検索ができます。

▶AIによるお相手検索
　AIがあなたにピッタリのお相手を紹介！
　思いがけない出会いがあるかも！
▶青森県が運営しているから安心
　入会時に書類審査や面接など本人確認を行い
ます。真剣に結婚を望んでいる人だけが利用
できるシステムです。

利用登録料　1万円
※登録月の2年後の同月末まで有効です。
※ひとり親家庭の父母（児童扶養手当受給者に
限る）は、居住地に関わらず無料になります。
※お住まいの市町村により料金が異なりますの
で、Web申込みページから必ず
　料金をご確認ください。
問合せ　あおもり出会いサポートセンター
　　　　☎017-721-1250

35歳未満で要件を満たす方は保険料が引き下げ
られます（月額2万円→1万円）
保険料引き下げ対象者
　次の①~⑤のいずれにも該当しない方
①認定農業者かつ青色申告者
②認定就農者かつ青色申告者
③①または②の者と家族経営協定を締結し経営
に参画している配偶者または直系卑属
④認定農業者または青色申告者
⑤①または②以外の農業を営む者の直系卑属で、
その農業に常時従事する後継者

農業者老齢年金の加入可能年齢が引き上げられ
ます
農業者年金に加入できる年齢の上限が、20歳
以上60歳未満から20歳以上65歳未満まで引き
上げられました。
ただし、国民年金の任意加入者であって年間
60日以上農業に従事している方に限ります。

農業者年金の受給開始時期の選択肢が広がりま
す（昭和32年4月2日以降に生まれた方が対象）
　年金の受給開始時期を、ご自身で選択できます。
▶農業者老齢年金　65歳以上75歳未満
▶特例付加年金　　65歳以上（年齢上限なし）

※平成14年1月から始まった新制度のみが対象
です。

問合せ
▶農業委員会事務局　☎0178-38-5972
▶ＪＡ八戸南部支店　☎0179-23-8988
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天
文
８
（
１
５
３
９
）
年
、

二
十
四
代
南
部
晴は

る
ま
さ政
は
上
洛
し
、

馬
を
進
上
、
十
二
代
将
軍
足
利

義よ
し
は
る晴
か
ら
「
晴
」
の
一
字
を
賜
り

ま
す
。
高
級
馬
「
戸
立
ち
の
馬
」

は
都
で
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
南
部

氏
は
定
期
的
に
都
に
馬
を
進
上
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
三
戸
南
部
氏
は
室

町
・
戦
国
期
で
都
か
ら
最
も
遠
い

地
を
支
配
し
て
い
た
領
主
で
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
発
掘
調
査
で

は
都
と
の
強
い
結
び
つ
き
と
、
当

時
の
最
先
端
技
術
の
導
入
を
示
す

発
見
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

今
回
は
南
部
氏
と
都
と
の
つ
な

が
り
を
聖
寿
寺
館
跡
の
発
掘
調
査

成
果
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
聖
寿
寺
館
跡
そ
の
も
の

で
す
が
、
城
館
の
形
は
長
方
形
に

近
く
、
四
方
を
幅
10
～
30
㍍
の
直

線
の
堀
で
区
画
し
て
い
ま
す
。
中

心
と
な
る
曲
輪
は
北
が
長
さ
約

３
０
０
㍍
、
東
は
約
１
８
０
㍍
、

南
は
約
２
０
０
㍍
の
規
模
を
有

し
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
戦
国
時
代

の
「
城
」
と
い
う
よ
り
、
四
角
く

大
規
模
な
土
塁
・
堀
・
塀
な
ど
を

廻
ら
し
た
室
町
時
代
の
「
守
護
居

館
」
に
近
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
写
真
１
）。

こ
の
四
角
い
館
「
方
形
居
館
」

は
当
時
、「
花
の
御
所
」
と
も
呼

ば
れ
た
室
町
幕
府
の
足
利
将
軍
邸

を
頂
点
と
す
る
権
威
の
象
徴
で
も

あ
り
、
守
護
大
名
な
ど
が
地
方
の

拠
点
で
導
入
し
て
い
き
、
全
国
に

も
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
四
角

い
館
「
方
形
居
館
」
を
導
入
し
た

の
は
南
部
氏
一
族
の
中
で
三
戸
南

部
氏
（
聖
寿
寺
館
）
だ
け
で
し
た
。

他
の
戸
の
領
主
で
あ
る
八
戸
南
部

氏
や
九
戸
氏
、
七
戸
氏
、
一
戸
氏

は
地
形
に
沿
っ
た
形
の
不
整
形
な

曲
輪
を
用
い
続
け
ま
し
た
。

こ
の
館
の
造
り
方
か
ら
は
、
三

戸
南
部
氏
の
明
確
な
中
央
志
向
が

読
み
取
れ
ま
す
。

居
館
規
模
と
し
て
は
、
甲
斐
国

の
守
護
大
名
武
田
氏
の
居
館
は
南

北
約
１
９
０
㍍
で
東
西
約
２
０
０

㍍
。
室
町
時
代
の
最
大
勢
力
で

六
ヶ
国
の
守
護
大
名
と
な
っ
た
大

内
氏
と
九
州
の
戦
国
大
名
大
友
氏

の
居
館
は
、
ど
ち
ら
も
約
２
０
０

㍍
四
方
で
し
た
が
、
聖
寿
寺
館
跡

が
こ
れ
ら
に
全
く
引
け
を
取
ら
な

い
規
模
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す

（
図
１
）。

ま
た
、
城
館
内
部
の
施
設
も
中

央
と
の
つ
な
が
り
を
想
起
さ
せ
る

も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
館
中
心
部
か
ら
は
、
東
北
地

方
の
城
郭
史
を
塗
り
替
え
る
よ
う

な
南
北
18
間
、
東
西
21
間
の
東
北

最
大
と
な
る
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど

の
複
数
の
大
型
建
物
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
建
物

の
柱
と
柱
の
間
隔
は
六
尺
五
寸

（
１
９
７
㌢
）
で
す
。
こ
の
間
隔

は
十
六
世
紀
段
階
か
ら
発
生
し
た

「
京
間
」
と
同
じ
規
格
で
す
。　

さ
ら
に
、
一
般
的
に
金
閣
寺
や

銀
閣
寺
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
複
層

建
築
が
都
で
は
建
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
複
層
建
築
は
室

町
時
代
に
地
方
で
も
導
入
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
大
友
氏
の
文
献
な
ど

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
形
大

学
教
授
で
建
築
史
学
専
門
の
永
井

康
雄
氏
は
、
聖
寿
寺
館
跡
中
心
部

北
側
で
確
認
さ
れ
た
特
殊
建
物

（
建
物
Ｆ
）
は
二
階
建
て
で
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
土
木
技
術
で
も
、
中
央

の
技
術
が
見
受
け
ら
れ
、
聖
寿
寺

館
跡
の
北
側
出
入
口
で
は
、
十
六

世
紀
前
半
の
長
さ
29
㍍
に
及
ぶ
国

内
最
大
級
の
版
築
土
橋
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
版
築
技
術
は
中
国
の
城
壁

や
都
の
築
地
塀
、
お
寺
の
基
壇
な

ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
北
側
出
入
口
か
ら

は
国
内
で
も
古
い
段
階
の
枡ま

す
が
た形
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
館
の
出

入
口
は
当
初
、
真
っ
す
ぐ
入
る
タ

イ
プ
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
防

御
性
を
高
め
る
た
め
、
出
入
口
を

意
図
的
に
曲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

見
通
し
を
悪
く
し
、
正
面
と
左
右

の
３
方
向
か
ら
迎
撃
で
き
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
ま
し
た
。
聖
寿
寺
館

最
盛
期
の
枡
形
は
２
か
所
で
直
角

に
曲
げ
ら
れ
、
防
御
性
が
高
め
ら

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

戦
国
大
名
三
戸
南
部
氏
と

 

都
と
の
つ
な
が
り
①

其の廿六

図1　室町・戦国期の全国の主要方形居館規模比較

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
南
部
氏
は
城
館

の
造
り
方
や
土
木
技
術
で
も
最
新

技
術
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

文
責　
史
跡
対
策
室　
布
施
和
洋

聖寿寺館跡の版築土橋跡

写真1　四方を堀に囲まれた聖寿寺館跡
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～各校の特色ある教育～

無限の可能性いっぱい向っ子　　～146年間　ありがとう　向小学校～
本校では、「『無

む

限の可
か

能性い
い

っぱい』の生き生
き輝く向っ子を目指して」のスローガンのもと、
笑顔いっぱいの楽しい学校を目指しています。
その取り組みの一つとして、地域の伝統を受け
継ぐ「ナニャドヤラ」が挙げられます。今年度は
最後のコンクールになるということもあり、例年
以上の意気込みで臨む児童が多く、気迫と笑顔が
交差する冠たる舞台となりました。
10月8日には閉校式典が開かれました。来賓の
方々をはじめ、保護者の皆さん、地域の皆さんと
一緒に、地域と共に歩んできた向小学校との別れ
を惜しみました。
来年度からは校舎を移し、新生南部小学校とし
てスタートします。今後の教育活動に対して、今
まで以上のお力添えをお願いします。

校長：斉藤　祐之　　児童数：61人向小学校

「
１
４
６
年
間　
あ
り
が
と
う

 

向
小
学
校
」

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　なんぶ読み聞かせの会の皆さんによる読み聞かせです。
未就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新
型コロナ対策として、定員を設け予約制としています。
日時　2月26日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人　※2月25日㈯12時までに図書室へ予約

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月6日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）
問合せ　☎0178-76-3121�※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》
◆ツタンカーメン100年� 河江　肖剰
◆「よくむせる」「せき込む」人のお助けBOOK� 大谷　義夫
◆間取りがおもしろい平屋� 主婦と生活社編

◆光のとこにいてね� 一穂　ミチ
◆地図と拳� 小川　哲
◆しろがねの葉� 千早　茜
◆この世の喜びよ� 井戸川　射子
◆ジャクソンひとり� 安堂　ホセ
◆6年1組黒魔女さんが通る!!　18� 石崎　洋司
◆かぼちゃスープのおふろ� 柴田　ケイコ

もっと！魔法のてぬきおやつ てぬキッチン 著

手作りおやつはハードルが高い
と思っていませんか？少ない材料
で手軽に作れるレシピがたくさん
掲載され、毎日でも作りたくなる
魅力のある一冊です。

伝
統
を
受
け
継
ぐ
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」

※3月4日㈯は、名川中学校一斉停電のため休室です。
※3月7日㈫～10日㈮は、特別蔵書点検のため休室です。
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令和5年度 三戸地区環境整備事務組合会計年度任用職員募集

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★今月の休館日

16日（木）

南部町産にこだわる 販売コーナー「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

★2月生まれの方プールお誕生月割引

  大人 500円　小人 300円

祝30周年

大人気商品！　▶南部町産ゼネラルレクラークサイダー　　1本350円
　　　　　　　▶シトロンサイダー・バナナサイダー　　各1本280円
お土産や贈答品に6本セットがお得です！
▶ももりんサイダー・ゼネラルレクラークサイダー
　各6本セット　2000円（通常料金2100円）
▶シトロンサイダー・バナナサイダー
　各6本セット　1600円（通常料金1680円）

素泊まり 朝食付 夕食付 夕・朝2食付
冠婚葬祭パック 3500円 4390円 5950円 6840円
通常料金 6450円 7340円 8900円 9180円

※GW・お盆・年末年始は除きます。

他では手に入らない、
「バーデパークオリジナルサイダー」

職種　　　一般行政事務員　1名
任用期間　令和5年4月1日～9月30日
給料等　　月給　15万100円
受付期限　2月17日（金）

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯一の販
売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

「冠婚葬祭宿泊パック」ご親戚やご友人がお越しになる際はぜひご利用ください

ご親戚やご友人など冠婚葬祭で南部町にお越しになる際には、特別料金
での宿泊プランがあります。また宿泊の方は温水プールや温泉、トレーニ
ングジムを無料でご利用になれますので、ぜひご利用ください。

受付時間　8時15分~17時（平日）
業務内容や申込方法など、採用試験の詳細は、
当組合で配布する募集要項のほか、当組合ホー
ムページでもご覧になれます。

問合せ　三戸地区環境整備事務組合　事務局（南部町大字沖田面字千刈45）
　　　　☎0179-23-0567　　ホームページ　http://www.sannohekankyou.jp/

バーデパーク×名久井農業高校　コラボ新商品♪
モモとリンゴの「ももりんサイダー」　1本350円
名久井農業高校の生徒が果物の栽培からジュースの加工まで手掛け、
子どもから大人まで飲みやすい、すっきり爽快なサイダーに仕上げました。

NEW
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
老朽化したゴミステーションを修繕したことにより、安全に使用できるようになり、長寿命化が
図られました。 (東あかね町内会)

2 February 3 March
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

多摩川
一般戦

鳴門 G Ⅰ四国地区選手権
（モーニング） 江戸川 G Ⅰ関東地区選手権 唐津ヴィーナスシリーズ

（モーニング） 戸田 G Ⅲ企業杯
浜名湖
一般戦

（薄暮）
芦屋 G Ⅰ全日本王座決定戦

平和島一般戦 児島 G Ⅰ中国地区選手権 浜名湖 G Ⅰ東海地区選手権 戸田
一般戦 平和島一般戦 児島一般戦 常滑

一般戦
徳山ヴィーナスシリーズ

（モーニング）
下関

男女 W 優勝戦 住之江 G Ⅰ近畿地区選手権 若松 G Ⅰ九州地区選手権 住之江一般戦 蒲郡 G Ⅱ
レディースオールスター 下関一般戦 若松

一般戦
桐生

一般戦

桐生一般戦 大村
一般戦 蒲郡一般戦 桐生一般戦 下関一般戦 桐生一般戦 丸亀 G Ⅲ企業杯

「趣味の教室」発表会を開催します

福
地
短
歌
会

日
の
当
た
る
端
か
ら
順
に
融
け
る
雪
身
軽
な
る
ら
し
水
の
匂
ひ
す	

川
守
田
慶
三

八
十
路
ま
り
七
つ
と
な
り
て
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
病
巣
だ
ら
け	

大
久
保
雪
夫

人
生
の
こ
れ
が
最
後
の
厄
年
と
六
十
一
歳
忌
み
慎
み
き	

奥
寺　

睦
子

秋
じ
ま
ひ
せ
ん
と
枯
草
刈
り
た
れ
ば
白
じ
ろ
残
る
福
寿
草
の
名
札	

工
藤　

武
子

新
し
き
年
の
ひ
か
り
は
窓
に
見
る
り
ん
ご
畑
を
隈
な
く
照
ら
す	

工
藤　

裕
正

し
ん
し
ん
と
凍
て
し
冷
気
を
包
み
込
む
街
の
灯
り
を
踏
み
つ
つ
歩
む	

佐
藤　

誠
一

初
雪
の
林
道
を
踏
み
一
条
の
足
跡
残
し
狐
消
え
ゆ
く	

水
梨　

正
夫

お
茶
す
す
り
想
を
練
る
吾
が
窓
に
雪
ふ
り
つ
け
て
夜
の
更
け
ゆ
く	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

産
土
の
か
が
り
火
を
背
に
鈴
を
振
る
生
れ
し
曾
孫
の
健
や
か
な
れ
と	

馬
場　
　

操

産
土
の
社
に
集
ふ
里
人
の
柏
手
つ
づ
く
新
春
の
朝	

馬
場　

敬
子

大
晦
日
最
後
の
り
ん
ご
発
送
を
終
へ
れ
ば
嵐
過
ぎ
た
る
ご
と
し	

坂
本　

綾
子

大
根
の
冬
の
こ
だ
は
り
母
の
味
「
が
っ
く
ら
漬
け
」
は
樽
の
香
も
持
つ	

馬
場　

昭
子

鉢
植
に
生
り
し
二
つ
の
実
を
浮
か
べ
冬
至
柚
湯
に
香
り
楽
し
む	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

食
事
中
ア
ッ
と
気
づ
い
て
立
っ
た
の
に
何
を
す
る
の
か
忘
れ
て
し
ま
い	

中
野　

静
子

年
の
瀬
に
忘
れ
た
く
な
き
事
思
い
だ
す
植
え
た
花
々
旅
立
ち
し
人	

一
ノ
渡　

綮

メ
モ
に
ら
み
忘
る
も
の
か
と
奮
い
立
つ
夕
暮
れ
て
ま
だ
二
つ
三
つ
残
り	

藤
野　

幸
枝

も
や
も
や
と
夜
の
扉
の
す
き
間
か
ら
忘
れ
て
し
ま
っ
た
あ
の
こ
と
な
ん
か	

向
山　

敦
子

停
電
は
ろ
う
そ
く
一
本
あ
れ
ば
良
い
昭
和
忘
れ
た
オ
ー
ル
電
化
世	

馬
場　

悦
子

お
ゝ
泣
く
ぞ
い
や
笑
っ
て
る
み
ど
り
児
よ
忘
れ
が
た
き
は
そ
の
ぬ
く
も
り
よ	

工
藤　

孔
子

忘
れ
ず
にS

ilent　

N
ight

口
ず
さ
む
英
語
の
歌
詞
を
学
び
し
中
学	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

穏
や
か
な
日
ざ
し
を
浴
び
る
窓
辺
に
は
今
年
も
愛
づ
る
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く	

安
ケ
平
千
代

ふ
と
こ
ろ
も
体
も
寒
き
師
走
に
は
「
か
っ
け
」
を
食
べ
る
に
ん
に
く
味
噌
で	

木
村
ひ
な
子

や
う
や
く
に
熟
女
集
ひ
の
通
知
来
て
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
待
ち
日
に
浸
る	

相
馬　

幸
子

梅
が
咲
き
辛
夷
が
追
ふ
て
咲
く
季
節
早
く
来
た
れ
と
真
冬
日
に
待
つ	

山
下　

幸
枝

雪
予
報
明
日
は
病
院
履
き
慣
れ
し
靴
を
み
が
き
て
並
べ
置
く
夕	

奥　

あ
さ
子

霜
柱
ザ
ク
ザ
ク
と
踏
み
菜
園
に
サ
ラ
ダ
菜
摘
め
ば
冷
ゆ
る
指
先	

奥　

ム
ツ
子

新
聞
の
歌
壇
に
親
子
三
人
が
揃
ひ
踏
み
す
る
奥
家
間
近
し	
八
木
田
順
峰

「趣味の教室」は、舞踊やコーラス、短歌など、
町民が関心のある教室を各サークルごとに開講
し、自己の知識・能力の向上を図り、町民相互
の交流を深めることを目的としている事業です。
令和4年度の「趣味の教室」の“楽習”の成果
発表会を開催しますので、皆さんどうぞご来場
ください。

期日　2月19日（日）
時間　▶作品展示　　　10時~15時30分（予定）
　　　▶ステージ発表　12時~15時30分（予定）
会場　楽楽ホール
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開
催内容が変更となる場合があります。

問合せ　社会教育課　☎0178-38-5969
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小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
交
流
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
18
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園　
隣
）

問
合
せ　
健
康
こ
ど
も
課

　
　
　
　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　3月2日㈭　13時～15時
場所　 福地支所、剣吉公民館、

南部支所
問合せ
▶行政相談は総務課
☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

3・4月の休日窓口開設日
期日　3月4日（土）・18日（土）
　　　4月1日（土）・15日（土）
時間　8時15分～12時�※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで
窓口の時間を延長できます。

業務内容　住民票・印鑑証明書の
交付、印鑑登録

※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和5年1月18日現在）

対先月比
人　口 16,944人 （－25）
男 8,026人 （－10）
女 8,918人 （－15）

世帯数 7,478世帯（－13）

　
　
　「

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
」「
若
年
性
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
を
お
持

ち
の
方
は
、
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
20
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

以
外
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
参
加
者

同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃

の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
交
流
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門
職

に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
２
月
24
日
（
金
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

三
信
包
装
（
株
）
福
地
工
場

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
製
造

オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
設
備
の
運
転
、

製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
、
機
械

ト
ラ
ブ
ル
時
の
復
旧
作
業
な
ど
）

　
正
社
員
１
名
（
3
交
代
勤
）

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
製
造
・

品
質
管
理
業
務
（
工
程
管
理
、

設
備
の
運
転
、
製
品
の
品
質

チ
ェ
ッ
ク
、
シ
フ
ト
表
作
成
な

ど
）　
正
社
員
１
名

▼
製
袋
機
の
操
作
お
よ
び
包
装
・

検
品
業
務　
契
約
社
員
１
名

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
三
信
包
装（
株
）管
理
部

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

求人案内
町
誘
致
企
業
の
求
人
情
報

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会
「
語
ら
い
の
会
」

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
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地
域
住
民
の
学
習
会
や
研
修
会
な

ど
へ
講
師
を
派
遣
す
る
出
前
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　
八
戸
市
、
三
戸
町
、
五
戸
町
、

田
子
町
、
南
部
町
、
階
上
町
お

よ
び
新
郷
村
に
所
在
す
る
団
体

お
よ
び
企
業
等

※
営
利
目
的
の
集
会
を
除
き
ま
す
。

　
（
１
団
体
に
つ
き
年
１
回
と
し
、

受
講
者
数
10
名
か
ら
30
名
程
度
）

テ
ー
マ

　
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
テ
ー
マ
に

行
い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画

問
題
に
関
す
る
内
容
で
あ
れ
ば

相
談
に
応
じ
て
実
施
可

問
合
せ
・
申
込
み

　
青
森
地
方
法
務
局

　
八
戸
支
局　
総
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
24
・
３
３
４
６

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
適
用
さ

れ
ま
す
。
４
名
以
上
の
団
体
で
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
故

▼
団
体
活
動
中
の
事
故

▼
往
復
中
の
事
故

　
（
自
動
車
事
故
に
よ
る
賠
償
責

任
保
険
は
適
用
外
）

補
償
内
容

　
傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
後

遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

加
入
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
令
和
６

年
3
月
30
日
（
土
）

※
令
和
５
年
度
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の

加
入
の
み
に
な
り
ま
す
。

保
険
期
間

　
4
月
1
日
午
前
0
時
か
ら
令
和

６
年
3
月
31
日
午
後
12
時
ま
で

　
（
令
和
５
年
4
月
1
日
以
降
に

加
入
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、

翌
日
の
午
前
0
時
か
ら
令
和
６

年
3
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
）

掛
金

　
１
人
年
額
８
０
０
円

　
～
1
万
1
千
円

　
（
団
体
の
活
動
内
容
・
年
齢
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
合
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　
青
森
県
支
部

　
☎
０
１
７・７
１
８・１
１
３
６

※
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
、
学
生
納

付
特
例
申
請
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
を
活
用

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
申
請
書
等
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
紙
の
申
請
書
よ

り
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
申
請
結
果
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
と

八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
は
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、

制度案内
国
民
年
金
の
加
入
手
続
等

の
電
子
申
請
が
可
能
で
す

南
部
町
役
場
●

南
部
支
所

青森県三戸郡南部町沖田面荒田 13 番地 1 ■開館は午前 10 時。 ※20 歳未満の者の舟券購入は法律で禁じられています。0179-20-6211

広告

実施案内
男
女
共
同
参
画
推
進

出
前
講
座

制度案内
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

2月21日（火）

広告

広報なんぶちょう 2月号21



町営市場の販売状況（12月16日～1月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 1,214,514 206,367 170 260

王林（りんご） 126,133 20,522 163 189

シナノゴールド（りんご） 51,067 8,624 169 250

サンジョナゴールド（りんご） 4,316 523 121 122

はるか（りんご） 22,484 4,969 221 297

ぐんま名月（りんご） 13,444 2,562 191 233

着色ふじ（りんご） 32,000 5,063 158 245

金星（りんご） 15,114 1,472 97 146

長芋 65,240 14,093 216 205

にんにく 13,741 11,438 832 1,449

ゴボウ 14,276 3,188 223 200

赤かぶ 70,955 5,030 71 26

ねぎ 12,880 1,746 136 119

ほうれん草 2,271 720 317 302

小松菜 541 130 241 209

長人参 2,375 569 240 110

土ねぎ 15,194 1,295 85 65

2・3月の休場日
2月  5日（日）・8日（水）・11日（土）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・
　  23日（木）・26日（日）
3月  1日（水）・5日（日）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・
　  21日（火）・26日（日）・29日（水）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時~

2月7日㈫・13日㈪・21日㈫・27日㈪

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

入浴中の事故や、雪に関するケガに注意！
入浴中の不慮の事故
▶急激な温度差による血圧の変化を防止す
るために、入浴前に脱衣所や浴室を暖め
ておく。

▶お湯は41℃、つかる時間は
　10分を目安とする。
▶浴槽から急に立ち上がらない。
雪によるケガ
▶雪道は靴の裏全体を路面につけて、小さ
な歩幅で歩く。

▶両手をポケットに入れて歩かない。
問合せ
▶三戸消防署名川分署　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

冬期間に増加する救急事故の予防

愛がん動物火葬炉使用料

区分

金額（1体につき）
合同火葬　※1 個別火葬　※2

組織町内
居住者

組織町外
居住者

組織町内
居住者

組織町外
居住者

大型
（30㎏以上） 6000円 1万2000円 1万2000円 2万4000円

中型
（10㎏以上
 30㎏未満）

4000円 8000円 8000円 1万6000円

小型
（10㎏未満） 2000円 5000円 4000円 1万円

※1　合同火葬　�複数頭で火葬し焼骨を葬祭場に一任すること
※2　�個別火葬　�単独で火葬し焼骨を申請者に引渡すこと

詳細は後日、組合ホームページ・広報等でお知ら
せします。
問合せ　三戸地区環境整備事務組合
　　　　☎0179-23-0567

ペット火葬施設　4月1日より供用開始

編集後記
　成人式改め「二十歳の祝典」が開催。カメラのファ
インダー越しに見る参加者の皆さんは、とても爽やか
で、眩しくて…。若さに圧倒されるとともに、南部町
の未来は明るいと、頼もしく感じました。若い世代に
負けないよう、自分も精進したいと思います。
　20歳の節目を迎えられた皆さん、おめでとうござい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【美】
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

▽　12月定例会の主な議案（24㌻～25㌻）
▽　議案に対する主な質疑（26㌻）
▽　一般質問
　⇒　学校統合後の跡地活用の検討と対策は。馬淵川河川改修事業の見通しは。（27㌻）
　⇒　元気高齢者を応援する取り組みを。少子化対策と今後の施策は。 

地域おこし協力隊の柔軟な運用を。向児童クラブの実施場所の移転を。（28㌻）
　⇒　和式トイレを使用している学校教育現場の環境に対する町の考えは。（29㌻）
▽　常任委員会報告（30㌻）
▽　10月臨時会の主な議案、議会傍聴など（31㌻）

あ ら ま し

　11月28日から12月１日、第113回南部町議会定例会が開会されました。詳細は24㌻。
11月29日に行われた一般質問では、商工会女性部の皆さまをはじめ、多くの方に傍聴に来てい
ただきました。

11月29日に行われた一般質問の様子（第113回南部町議会定例会）11月29日に行われた一般質問の様子（第113回南部町議会定例会）
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主な議案（第113回定例会）

年度 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

定年 60 61 61 62 62 63 63 64 64 65 65

S37年度
生まれ

60歳60歳
定年退職定年退職

61歳
暫定再任用

62歳
暫定再任用

63歳
暫定再任用

64歳
暫定再任用

65歳
暫定再任用

S38年度
生まれ

59歳 60歳 61歳61歳
定年退職定年退職

62歳
暫定再任用

63歳
暫定再任用

64歳
暫定再任用

65歳
暫定再任用

S39年度
生まれ

58歳 59歳 60歳 61歳 62歳62歳
定年退職定年退職

63歳
暫定再任用

64歳
暫定再任用

65歳
暫定再任用

S40年度
生まれ

57歳 58歳 59歳 60歳 61歳 62歳 63歳63歳
定年退職定年退職

64歳
暫定再任用

65歳
暫定再任用

S41年度
生まれ

56歳 57歳 58歳 59歳 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳64歳
定年退職定年退職

65歳
暫定再任用

S42年度
生まれ

55歳 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳65歳
定年退職定年退職

※年齢は年度末年齢。

※65歳に到達する年度
の末日までの間にある者
であって、定年に達して
いる者について、任期を
定め任用できる。

※管理監督職上限年齢
（60歳）に達している職
員を管理監督職以外の職
へ降任または転任する。

定年の段階的引き上げ

第第
113113
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

物
価
や
原
油
価
格
の
高
騰
対
策
を

物
価
や
原
油
価
格
の
高
騰
対
策
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
１
３
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部 

改
正

▼　
青
森
県
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
見

直
し
に
伴
い
、
県
に
準
じ

て
、
町
議
会
議
員
の
12
月

の
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
０・１
月
分
引
き
上
げ

１・６
５
月
と
し
、
令
和

５
年
６
月
お
よ
び
12
月
の

支
給
割
合
を
同
じ
割
合
に

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼　

青
森
県
特
別
職
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
見

直
し
に
伴
い
、
県
に
準
じ

て
、
町
長
、
副
町
長
お
よ

額
お
よ
び
12
月
の
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
を
０・１

月
分
引
き
上
げ
１・０
月

と
し
、
令
和
５
年
６
月
お

よ
び
12
月
の
支
給
割
合
を

同
じ
割
合
に
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

▼　
国
家
公
務
員
法
等
の
改

正
に
準
じ
、
職
員
の
定
年

を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
地
方
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係

条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

　
　

主
な
改
正
内
容
は
、

定
年
の
引
き
上
げ
、
管
理

監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

（
役
職
定
年
制
）の
導
入
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
の
任
用
、
暫
定
再

任
用
職
員
の
任
用
な
ど
。

な
お
、
医
師
な
ど
の
定
年

（
65
歳
）に
変
更
は
な
い
。

　
※
詳
細
は
下
表
参
照
。

主
な
議
案

1111
月月
2828
～～
1212
月月
11
日日

条　
例

条　
例

び
教
育
長
の
12
月
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

１
月
分
引
き
上
げ
１
・

６
５
月
と
し
、
令
和
５
年

６
月
お
よ
び
12
月
の
支
給

割
合
を
同
じ
割
合
に
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼　
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
お
よ
び
勧
告
に

準
じ
て
、
職
員
の
給
料
月
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主な議案（第113回定例会）
↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
体
育
館
条
例
の 

制
定

▼　
南
部
町
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
南
部
町
民

体
育
館
、
南
部
町
福
地
体

育
セ
ン
タ
ー
を
社
会
体
育

施
設
と
し
て
一
本
化
し
、

そ
の
管
理
運
営
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
。

　
　
各
施
設
の
使
用
料
は
、

町
民
が
個
人
利
用
す
る
場

合
は
無
料
と
し
、
町
民
以

外
は
小
学
生
以
上
を
有
料

と
す
る
。

■
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

▼　
地
方
公
務
員
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る

条
項
に
ず
れ
が
生
じ
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。
な
お
、
条
項
の
ず
れ

を
改
正
す
る
も
の
で
、
内

容
の
変
更
は
な
い
。

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号
）

▼　

人
事
委
員
会
か
ら
の

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

報
告
お
よ
び
勧
告
に
準
じ

て
、
人
件
費
を
増
額
す

る
な
ど
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
48
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

22
億
２
３
９
４
万
円
と
し

た
。

■
令
和
４
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）

▼　

人
事
委
員
会
か
ら
の

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

報
告
お
よ
び
勧
告
に
準
じ

て
、
人
件
費
を
増
額
す

る
た
め
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
70
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

30
億
６
８
９
８
万
６
千
円

と
し
た
。

生
世
帯
灯
油
購
入
支
援
給

付
金
８
１
８
万
９
千
円
、

大
学
生
や
高
校
生
を
持

つ
親
な
ど
へ
の
支
援
金

２
６
１
８
万
円
な
ど
。

■
令
和
４
年
度
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▼　

人
事
委
員
会
か
ら

の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
お
よ
び
勧
告

に
準
じ
て
、
職
員
の
勤

勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
13
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
８
６
８
３
万
７
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼　

会
計
年
度
任
用
職
員

の
共
済
加
入
に
伴
う
負
担

金
の
追
加
な
ど
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
80
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

９
１
８
９
万
円
と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼　

人
事
委
員
会
か
ら
の

職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
報
告
お
よ
び
勧
告
に

準
じ
て
、
人
件
費
を
増

額
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
11
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
７
１
４
３
万
４
千
円

と
し
た
。

　
　
ま
た
、
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
に
係
る
業
務
を

追
加
委
託
す
る
た
め
、
債

務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。

■
令
和
４
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼　

公
共
下
水
道
施
設

の
電
気
料
金
を
増
額
す

る
な
ど
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
１
８
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
億
５
５
８
７
万
円
と
し

た
。

■
令
和
４
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼　

農
業
集
落
排
水
施
設

の
電
気
料
金
を
増
額
す
る

な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
６
５
２
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

3
億
２
３
５
２
万
７
千
円

と
し
た
。

■
令
和
４
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼　

非
常
用
放
送
設
備
の

修
繕
料
の
追
加
や
人
件
費

の
増
額
の
た
め
、
予
算
の

組
み
換
え
を
行
っ
た
。
な

お
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
変
更
は
な
い
。

予　
算

予　
算

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

▼　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
2
億
１
６
５
４
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
６
億
９
１
７
７
万 

８
千
円
と
し
た
。

　
　

歳
出
の
主
な
内
容

は
、
学
校
統
合
に
伴
う
小

学
校
陸
上
競
技
用
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
購
入
費

３
８
７
万
６
千
円
、
受
験

南部町民体育館南部町民体育館
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議案に対する主な質疑
■
南
部
町
体
育
館
条
例
の 

制
定

【
問
】　

社
会
体
育
施
設
を

個
人
で
利
用
す
る
場
合
、

競
技
場
な
ど
は
、
17
時
か

ら
18
時
の
間
は
利
用
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
例
え

ば
15
時
か
ら
19
時
ま
で
借

り
た
場
合
の
使
用
料
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

夏
堀
嘉
一
郎　
議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　

17
時
か
ら
18
時
ま
で

の
時
間
は
清
掃
の
時
間
と

し
、
原
則
使
用
禁
止
で
考

え
て
い
る
。

　
　
仮
に
15
時
か
ら
19
時
ま

で
使
用
す
る
場
合
、
17
時

ま
で
の
使
用
料
１
０
０
円

と
18
時
以
降
の
２
０
０
円

を
支
払
い
い
た
だ
く
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】　

路
線
バ
ス
町
内
区

間
定
額
化
の
補
助
金
を
増

額
し
て
い
る
が
、
ハ
チ
カ

の
現
在
ま
で
の
発
行
数
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
役
場
窓
口
を
通
じ
て
、

ハ
チ
カ
を
１
１
８
２
枚
発

行
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外

で
、
バ
ス
営
業
所
や
ラ
ピ

ア
窓
口
で
購
入
し
て
い
る

方
も
お
り
、
そ
の
分
が
プ

ラ
ス
に
な
る
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
問
】　

ぼ
た
ん
の
里
か
ら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務
を

行
っ
て
い
た
社
会
福
祉
法

人
が
撤
退
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
施
設
の
活
用

方
針
は
。中

舘
文
雄　
議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
決
ま
っ

た
も
の
は
な
い
が
、
地
域

や
町
全
体
に
と
っ
て
、
最

善
・
最
適
な
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

運賃区分
基本運賃 令和４年度からの新サービス

なんぶ里バス
多目的バス

南部バス
（路線バス）

なんぶちぇり
バス

南部バス
（路線バス）

町内区間の基本運賃 100円 100円
身体障害者、愛護、療育、
精神障害者  各種手帳提示

50円 100円

中学生以下 無料 無料
運転経歴証明書提示 無料 100円

八戸圏域のICカード
「ハチカ」南部町エリア定期券

をご利用で
南部町内無料！

※「ハチカ」南部町エリア定期をご利用※「ハチカ」南部町エリア定期をご利用
されない場合は、左表の運賃がかかります。されない場合は、左表の運賃がかかります。

「ハチカ」利用時の運賃

議場を見学　～名久井小学校・あかね幼稚園～

　11月４日に名久井小学校２年生の児童４人
が、11月10日にあかね幼稚園の園児17人が役
場庁舎と議場を見学しました。
　名久井小学校の児童たちは、緊張した面持
ちで座席に座り、普段入ることのできない議
場の雰囲気を体験しました。
　あかね幼稚園の園児たちは「ひろい！」と
大はしゃぎ。議場のマイクを使用し、大きな
声で自己紹介をしました。

あかね幼稚園の園児たちあかね幼稚園の園児たち

名久井小学校の児童たち名久井小学校の児童たち

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
町
の
政
策
実
現
と

各
種
事
業
の
推
進
の
た
め
、

統
合
後
の
跡
地
を
生
か
す
方

策
を
検
討
し
、
町
民
に
早
々

に
示
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
施
設
と
土
地
に
つ
い
て
、

活
用
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

②
決
定
、
実
施
ま
で
の
期
間

の
維
持
、
管
理
の
方
法
は
。

③
各
施
設
の
財
産
処
分
制
限

期
限
の
有
無
と
期
間
は
。

町
長
答
弁　
①
統
合
後
に
使

用
し
な
い
学
校
の
利
活
用
方

法
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
正
式

に
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
杉
沢
中
学
校
跡
地
に
関
し

て
は
、
安
価
で
の
宅
地
分
譲

の
第
１
候
補
と
し
て
考
え
て

お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

議
員
の
皆
さ
ま
に
相
談
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
避
難
所

に
指
定
さ
れ
、
現
に
利
用
さ

れ
て
い
る
剣
吉
小
学
校
、
向

小
学
校
の
２
校
の
活
用
の
際

は
、
他
の
避
難
所
が
確
保
で

き
る
の
か
確
認
を
取
り
な
が

ら
活
用
方
法
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

利
用
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
形
が
よ
い

か
、
地
域
の
方
々
の
意
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
最
善
・
最

適
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

研
究
を
重
ね
て
い
く
。

②
具
体
的
な
管
理
方
法
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
草
刈
り

な
ど
、
適
正
な
維
持
管
理
を

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

③
校
舎
な
ど
の
建
物
に
関
す

る
財
産
処
分
は
、
国
庫
補
助

事
業
完
了
後
10
年
を
経
過
し

て
い
る
た
め
、
転
用
、
貸
与
、

譲
渡
、
取
り
壊
し
の
際
の
手

続
が
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
令
和
２
年

度
に
整
備
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
通
信

回
線
は
、
事
業
完
了
後
10
年

が
経
過
す
る
令
和
12
年
度
末

ま
で
は
処
分
な
ど
の
制
限
が

あ
る
。
ま
た
、
学
校
建
設
の

際
に
借
り
入
れ
た
起
債
は
、

償
還
が
終
了
す
る
前
に
施
設

を
目
的
外
使
用
す
る
場
合
に

は
、
原
則
、
繰
上
償
還
が
必

要
と
な
る
。

学
校
統
合
後
の
跡
地
活
用
の
検
討
と
対
策
は

学
校
統
合
後
の
跡
地
活
用
の
検
討
と
対
策
は

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
善
・
最
適

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
善
・
最
適

な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

問問答答

質　
問　
政
府
方
針
で
あ
る

国
土
強
靱
化
の
方
針
の
下
、

加
速
化
対
策
工
事
が
発
注
さ

れ
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
馬
淵
川
河
川

改
修
事
業
に
関
し
、
次
の
質

問
を
す
る
。

①
町
内
の
工
事
予
定
区
間
の

見
通
し
は
。

②
福
地
地
区
か
ら
八
戸
地
区

に
関
わ
る
下
流
部
分
の
改
修

協
議
の
見
通
し
は
。

③
馬
淵
川
広
域
河
川
改
修
事

業
の
取
り
組
み
と
進
捗
は
。

町
長
答
弁　
①
県
で
は
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策

に
よ
り
、
赤
石
地
区
、
沖
田

面
地
区
で
堆
積
土
砂
の
掘
削

や
雑
木
伐
採
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
、
沖
田
面
地

中 舘 文 雄 議 員

区
を
実
施
中
で
あ
る
。
ま

た
、
剣
吉
川
や
如
来
堂
川
な

ど
で
も
、
不
定
期
で
は
あ
る

が
堆
積
土
砂
の
撤
去
や
雑
木

伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

②
馬
淵
川
と
と
も
に
生
き
る

期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、
馬

淵
川
中
流
部
の
河
川
整
備
の

推
進
を
、
県
や
国
土
交
通

省
、
県
選
出
国
会
議
員
な
ど

の
皆
さ
ま
に
対
し
、
要
望
活

動
を
し
て
い
る
。

　
要
望
事
項
の
一
つ
に
、
八

戸
市
と
の
境
界
部
分
の
蛇
行

し
て
い
る
狭き

ょ
う
さ
く窄
部
の
河
道
掘

削
を
掲
げ
て
い
る
。
三
村
県

知
事
か
ら
は
「
上
下
流
の
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
し
て
進
め
る

こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
こ
の

狭き
ょ
う
さ
く窄
部
区
間
は
下
流
の
国

直
轄
区
間
の
整
備
状
況
も
見

つ
つ
、
長
期
的
な
課
題
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
馬

淵
川
中
流
部
の
浸
水
被
害
の

解
消
は
長
年
の
懸
案
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
課
題
解
決
の
た

め
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。」

と
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
県
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
、
広
域
河
川
改
修
事
業
を

進
め
て
お
り
、
大
向
地
区
で

は
３
８
０
メ
ー
ト
ル
の
堤
防

が
完
成
し
て
い
る
。
門
前
地

区
で
は
、
全
体
延
長
７
５
０

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
昨
年
度

ま
で
に
約
５
２
０
メ
ー
ト
ル

の
堤
防
が
完
成
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

駅
前
地
区
で
は
、
用
地
買
収

な
ど
を
進
め
て
お
り
、
早
期

に
工
事
が
着
手
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。

　
県
で
は
、
馬
淵
川
広
域
河

川
事
業
に
よ
る
堤
防
整
備
な

ど
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

堆
積
土
砂
撤
去
や
雑
木
伐
採

を
実
施
し
、
水
害
の
防
止
、

軽
減
に
努
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　
町
と
し
て
も
馬
淵
川
の
治

水
対
策
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
馬
淵
川
と
と
も
に
生
き

る
期
成
同
盟
会
で
掲
げ
て
い

る
要
望
事
項
が
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
県
、

国
土
交
通
省
お
よ
び
県
選
出

国
会
議
員
へ
要
望
し
て
い
く
。

馬
淵
川
河
川
改

馬
淵
川
河
川
改

修
事
業
の
見
通
し
は

修
事
業
の
見
通
し
は

問問

県
や
国
に
対
し

県
や
国
に
対
し

要
望
活
動
を
続
け
て

要
望
活
動
を
続
け
て

い
く
い
く

答答
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一  般  質  問

工 藤 愛 議 員

質　
問　
介
護
保
険
料
の
増

額
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、

元
気
高
齢
者
を
応
援
す
る
取

り
組
み
が
一
層
必
要
と
考

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
シ
ル
バ
ー
人
材
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

の
取
り
組
み
は
。

②
入
浴
施
設
等
無
料
利
用
券

の
配
布
見
直
し
と
75
歳
以
上

の
入
浴
無
料
の
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　
①
高
齢
者
自
ら

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
地

域
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
で

き
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
を

目
的
に
、
令
和
４
年
６
月
か

ら
、
介
護
予
防
活
動
の
参
加

実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
「
南
部
町
い
き
い

き
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
開
始

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の

自
主
性
、
自
発
性
を
高
め
る

べ
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
は

行
わ
ず
、
情
報
提
供
の
み
と

し
て
い
る
。

②
町
内
の
入
浴
施
設
へ
出
か

け
る
こ
と
は
、
清
潔
の
保
持

の
み
な
ら
ず
、
入
浴
を
通
じ

た
交
流
促
進
や
孤
独
感
の
解

消
な
ど
、
心
身
の
健
康
増
進

や
生
き
が
い
の
充
実
、
ひ
い

て
は
介
護
予
防
に
も
つ
な
が

る
と
認
識
し
て
い
る
。
無
料

化
す
る
年
齢
や
無
料
化
す
る

こ
と
で
の
影
響
な
ど
を
総
合

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
現
行
の
ま
ま
取
り
組
み

つ
つ
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
広
く
喜
ば
れ
る
施
策
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答答
南部町いきいきポイント事業を開始し、生南部町いきいきポイント事業を開始し、生
きがいづくりや社会づくりを推進していくきがいづくりや社会づくりを推進していく

問問 元気高齢者を応援する取り組みを元気高齢者を応援する取り組みを

②
出
生
数
予
測
、
総
人
口
予

測
と
実
際
の
差
異
。

③
①
②
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
、
施
策
に
反
映
し

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　
①
合
併
当
初
の

平
成
18
年
に
は
１
３
０
人

（
６・１
）
で
あ
っ
た
が
、

令
和
元
年
に
は
65
人
（
３
・

９
）、
令
和
３
年
に
は
69
人

（
４・２
）
と
な
っ
て
い
る
。

※
（
）
内
は
出
生
率
。

②
出
生
数
・
総
人
口
と
も

に
、
町
の
各
種
計
画
の
推
計

値
と
比
較
し
て
、
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
減
少
し
て
い
る
。

③
少
子
化
の
進
行
に
加
え
、

近
年
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
婚

姻
数
の
減
少
や
妊
娠
控
え
が

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
分
析
し
て
い
る
。

　
子
育
て
に
優
し
い
南
部
町

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き

る
よ
う
、
時
機
に
合
っ
た
支

援
施
策
を
継
続
し
て
い
く
。

質　
問　
町
で
の
就
労
が
若

者
に
と
っ
て
魅
力
と
な
り
、

居
住
に
つ
な
が
る
よ
う
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

の
民
間
委
託
の
可
能
性
は
。

②
若
者
の
町
内
就
労
や
居
住

を
支
援
す
る
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　
①
町
の
現
状
や

課
題
、
活
動
内
容
を
明
確
化

し
、
自
治
体
で
行
う
雇
用
型

と
民
間
な
ど
へ
の
委
託
型
、

い
ず
れ
の
任
用
方
法
が
効
果

的
事
業
に
つ
な
が
る
か
検
討

し
な
が
ら
運
用
を
し
て
い
く
。

②
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

や
創
業
事
業
費
補
助
金
な

ど
、
状
況
に
応
じ
た
経
済
面

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
魅
力
あ
る
就

労
・
居
住
支
援
な
ど
の
充
実

を
図
り
、
南
部
町
が
若
者
の

活
躍
の
場
と
し
て
選
ば
れ
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
定

住
・
移
住
者
が
増
え
る
よ

う
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

を
展
開
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
と

少
子
化
対
策
と

今
後
の
施
策
は

今
後
の
施
策
は

問問

安
心
し
て
出
産
・

安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
で
き
る
よ
う
時

子
育
て
で
き
る
よ
う
時

機
に
合
っ
た
支
援
施
策

機
に
合
っ
た
支
援
施
策

を
継
続
し
て
い
く

を
継
続
し
て
い
く

答答質　
問　
第
２
次
南
部
町
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

で
は
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
を
先
頭
に
掲
げ

て
い
た
だ
き
た
く
、
次
の
質

問
を
す
る
。

①
出
生
数
、出
生
率
の
動
向
。

地
域
お
こ
し
協
力

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
柔
軟
な
運
用
を

隊
の
柔
軟
な
運
用
を

問問

効
果
的
事
業
に
つ

効
果
的
事
業
に
つ

な
が
る
か
検
討
し
運

な
が
る
か
検
討
し
運

用
し
て
い
く

用
し
て
い
く

答答

向
児
童
ク
ラ
ブ
の

向
児
童
ク
ラ
ブ
の

実
施
場
所
の
移
転
を

実
施
場
所
の
移
転
を

問問

利
用
状
況
を
踏
ま

利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
意
見
を
伺
い
な

え
、
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
く

が
ら
検
討
し
て
い
く

答答質　
問　
向
児
童
ク
ラ
ブ
実

施
場
所
の
移
転
を
検
討
す
る

考
え
は
。

町
長
答
弁　
向
小
学
校
は
、

指
定
避
難
所
で
あ
る
こ
と
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
皆

さ
ま
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の

が
よ
い
の
か
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
か
ら
も
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ト
イ
レ
研
究
所
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、
全

国
の
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
と
保
護
者
を
対
象
に
和
式

ト
イ
レ
の
調
査
を
し
た
結

果
、「
和
式
ト
イ
レ
を
使
用

で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
児

童
が
26
・
７
％
に
上
り
、
和

式
ト
イ
レ
を
使
え
る
児
童
で

も
多
く
は
抵
抗
感
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
当
町
で
は
「
入
学
前
に
和

式
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
練
習

さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

と
各
家
庭
に
通
達
を
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

和
式
ト
イ
レ
が
身
近
に
な
い

た
め
練
習
で
き
ず
、
や
む
を

得
ず
入
学
し
て
か
ら
先
生
に

教
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
休
み
時
間
に
は
、

数
少
な
い
洋
式
ト
イ
レ
に
人

だ
か
り
が
で
き
、
用
を
足
せ

ず
に
次
の
休
み
時
間
ま
で
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
や
、
和
式
ト
イ
レ
が
苦
手

な
生
徒
は
学
校
に
い
る
間
は

我
慢
し
て
、
授
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
走
っ
て
家
に
駆
け
込

ん
で
用
を
足
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
教
育
現
場
は
声
な
き

悲
鳴
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
と
大
人
で

は
価
値
観
が
大
き
く
異
な
る

と
考
え
る
。
物
を
大
切
に
す

る
子
ど
も
た
ち
の
価
値
観

は
、
町
政
運
営
に
お
い
て
も

必
要
に
な
り
、
廃
校
活
用
に

関
し
、
子
ど
も
な
が
ら
の
価

値
観
や
発
想
力
で
好
奇
心
を

そ
そ
る
魅
力
的
な
も
の
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
今
ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
の

目
線
に
な
っ
て
立
場
や
価
値

観
を
理
解
す
る
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

く
訴
え
、
子
ど
も
た
ち
が
つ

く
り
上
げ
た
大
切
な
思
い
が

詰
ま
っ
た
廃
校
と
な
る
校
舎

は
、
も
う
既
に
物
を
大
切
に

す
る
教
育
の
意
義
深
い
実
践

的
な
現
場
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
主

役
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

役
に
立
つ
活
用
を
す
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り

和
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
学
校
教
育
現
場

和
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
学
校
教
育
現
場

の
環
境
に
対
す
る
町
の
考
え
は

の
環
境
に
対
す
る
町
の
考
え
は

安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
計
画
的
に
洋
式
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
計
画
的
に
洋
式
化
を
図
っ
て
い
く

問問答答

夏堀嘉一郎 議員

安
全
に
、
よ
り
快
適
に
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
主
に
南
部
・
福
地
地
区
の

統
合
を
控
え
た
学
校
に
は
和

式
ト
イ
レ
が
設
置
し
て
あ
る

が
、
和
式
ト
イ
レ
の
存
在
を

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
使

い
方
を
練
習
さ
せ
使
用
さ
せ

て
い
る
学
校
教
育
現
場
の
環

境
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

②
大
人
は
美
し
く
珍
し
い
も

の
に
価
値
を
見
い
だ
し
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
が
作
っ
た

も
の
に
価
値
を
見
い
だ
す
。

さ
ら
に
は
、「
物
を
大
切
に

す
る
」
教
育
は
「
物
に
対
す

る
思
い
」
が
大
切
に
な
る
と

い
う
専
門
家
の
論
評
を
参
考

に
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が

つ
く
り
上
げ
た
大
切
な
思
い

が
詰
ま
っ
た
廃
校
と
な
る
校

舎
は
、「
物
を
大
切
に
す
る

教
育
」
の
意
義
深
い
現
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
つ

廃
校
活
用
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

教
育
長
答
弁　
①
福
田
小
学

校
は
、
校
舎
内
に
児
童
用
ト

イ
レ
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
６
カ

所
、
職
員
用
ト
イ
レ
が
男
女

そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
、
体
育
館

用
と
し
て
別
棟
で
男
女
そ
れ

ぞ
れ
１
カ
所
あ
る
。

　
南
部
小
学
校
は
、
校
舎
内

に
児
童
用
ト
イ
レ
が
男
女
そ

れ
ぞ
れ
２
カ
所
、
職
員
用
ト

イ
レ
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
１
カ

所
、
体
育
館
に
男
女
そ
れ
ぞ

れ
１
カ
所
あ
る
。

　
学
校
内
の
全
て
の
ト
イ
レ

が
洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
お
い
て
、
和
式
ト
イ
レ

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
と

我
慢
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
調
面

だ
け
で
な
く
、
授
業
に
集
中

で
き
な
い
な
ど
の
悪
影
響
が

あ
る
た
め
、
使
い
方
を
学
ん

で
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
社
会
全
体
の
ト
イ

レ
が
１
０
０
％
洋
式
化
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

で
も
あ
り
、
児
童
に
和
式
ト

イ
レ
の
使
用
方
法
を
指
導
す

る
こ
と
は
、
教
育
上
必
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の

生
活
環
境
と
し
て
は
洋
式
ト

イ
レ
を
利
用
す
る
生
活
が
ご

く
当
た
り
前
の
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
安
全
・
安
心
な
学

校
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
も
、
来
年
度
以

降
、
計
画
的
に
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
図
っ
て
い
く
。

②
答
弁
は
、
27
㌻
、
中
舘
議

員
の
一
般
質
問
の
答
弁
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

和式便器 洋式便器
福田小学校 39基 6基
南部小学校 15基 4基

和式便器と洋式便器の設置数

※福田小学校の洋式便器は、普通教室棟側にある１階※福田小学校の洋式便器は、普通教室棟側にある１階
から３階の児童用トイレに男女各１基ずつ設置から３階の児童用トイレに男女各１基ずつ設置

※南部小学校の洋式便器は、１階および２階の児童用※南部小学校の洋式便器は、１階および２階の児童用
トイレに男女各１基ずつ設置トイレに男女各１基ずつ設置

※職員用トイレは洋式化されていない※職員用トイレは洋式化されていない
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常任委員会報告

教育民生教育民生常任委員会常任委員会 委 員 長：山田賢司　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、坂本典男、久保利樹

　令和４年10月17日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　展示収蔵施設内に観光案内所を設置する等、町全体の観光名所を案内できる
ような仕組みづくりを検討していく必要があると思われる。

⇒　聖寿寺館跡及び南部町の観光名所を案内できるガイドの育成に努めていく必
要があると思われる。

聖寿寺館跡出土品の管理状況及び
（仮称）展示収蔵施設について調調 査査

果果結結

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委 員 長：根市勲　副委員長：西野耕太郎

委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉
　令和４年11月17日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　スムーズな栽培地の管理作業確保の
ため、南部町道路整備計画に基づき整
備を進めていく必要があると思われる。

町道整備要望箇所の現地調査
（町道　野場・黒坂線、野場・葉柴山線の２路線）調調 査査

果果結結

⇒　農家が新たに転作する場合は、設備投資に負担が生じる。また、この地域で
は作付面積が少ないため、飼料用米の作付けは不向きと思われる。そのため、
将来的に農家が安心して作物を作れるよう、営農団体の設立などで共同作業を
行いながら、国の補助を利用するなど、今ある制度の中で町としての考えを示
していく必要があると思われる。

⇒　米を使った加工品の開発を町が各関
係機関に積極的に働きかけ、米の生産
を支援する取り組みが必要であると思
われる。

⇒　水田農家の収入減少による収支の悪
化が懸念される中で、米の需要を伸ば
すよう国に対し要望を続けていく必要
があると思われる。

水田営農確立事業について調調 査査

果果結結

聖寿寺館跡案内所で出土品について説明を受ける聖寿寺館跡案内所で出土品について説明を受ける 教育民生常任委員会の様子教育民生常任委員会の様子

産業建設常任委員会の様子産業建設常任委員会の様子

町道整備要望箇所の現地調査の様子町道整備要望箇所の現地調査の様子
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主な議案（第 112 回臨時会）、議会傍聴など

　
早
い
も
の
で
令
和
の
年
号

に
変
わ
っ
て
か
ら
５
回
目
の

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

全
国
で
増
減
を
繰
り
返
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り

て
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
４
月
か
ら
、

小
中
学
校
が
統
合
し
、
新
体

制
で
の
学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
安

心
・
安
全
で
充
実
し
た
教
育

環
境
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
議

論
を
交
わ
し
て
い
き
ま
す
。

　
節
分
が
過
ぎ
れ
ば
「
え
ん

ぶ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
南
地
方
に
住
む
我
々
に
は

春
を
呼
ぶ
特
別
な
伝
統
行
事

で
す
。
と
は
い
え
、
立
春
を

過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
体
調
管
理

に
は
十
分
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
久
保 

利
樹　
記

議会傍聴にお越しください
　11月29日、商工会女性部10人は、第113回南部町
議会定例会で行われた一般質問を傍聴しました。
　令和５年度予算を審議する３月定例会は、２月24
日に開会する予定ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありますので、団体で傍聴
される際は、議会事務局までお問い合わせください。

☎0178-38-5971

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、議会を傍聴される皆さまに
・マスクの着用
・手指の消毒
・検温
をお願いしております。
また、感染状況により、傍聴席数を
制限させていただくことがあります。

ご理解とご協力をお願いいたします。

傍聴される方へのお願い

議会を傍聴する商工会女性部の皆さま議会を傍聴する商工会女性部の皆さま

第第
112112
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

３
億
５
７
３
万
８
千
円
の

３
億
５
７
３
万
８
千
円
の

物
価
高
騰
対
策
費
を
可
決

物
価
高
騰
対
策
費
を
可
決

　
第
１
１
２
回
臨
時
会
に
は
議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▼　

原
油
高
・
物
価
高
騰

は
、
家
計
や
事
業
者
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
億
５
７
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
４
億
７
５
２
３
万 

７
千
円
と
し
た
。

　
※
主
な
内
容
は
下
表
参
照
。

1010
月月
2424
日日

予　
算

予　
算

電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業
予算額　１億３，５００万円

　住民税非課税世帯に対し、５万円を給付します。
　なお、受付は終了しました。
物価高騰緊急支援事業
　国の５万円給付の対象とならない全世帯の世帯員に対し、
１人当たり5,000円分の商品券を交付します。
物価高騰事業所緊急支援給付金
　町独自の物価高騰対策として、地域経済の活性化を図る
とともに町民の生活を支援することを目的に、町内事業者
に対し、従業者数に応じて、１事業所につき10万円から20
万円を交付します。
　令和５年２月28日まで受付しています。

主
な
議
案

一般会計補正予算（第７号）の主な歳出

予算額　６，８５０万円

予算額　９，０５０万円



おおした　こはる ちゃん（福田）おおした　こはる ちゃん（福田） わかもと　りゅうのすけ ちゃん（鳥谷）わかもと　りゅうのすけ ちゃん（鳥谷）

すずき　ひまり ちゃん（小向）すずき　ひまり ちゃん（小向） たちばな　ゆうや ちゃん（剣吉）たちばな　ゆうや ちゃん（剣吉）

やまうち　まひる ちゃん（高瀬）やまうち　まひる ちゃん（高瀬）

11月17日３歳児健康診査11月17日３歳児健康診査

二
十
歳
の
節
目
を
祝
う

令
和
５
年　
二
十
歳
の
祝
典

１
月
８
日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
人
式
か
ら
名

称
を
変
更
し
た
「
二
十
歳
の
祝
典
」
が
開
催
。
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え

る
対
象
者
１
７
７
人
中
１
２
８
人
が
出
席
し
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

検
温
や
手
指
消
毒
の
徹
底
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
な
か
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
記
念
品
贈
呈
な
ど

に
続
き
、
出
席
者
を
代
表
し
上
田
航
平
さ
ん
が
「
誇
り
と
自
覚
を
胸
に

郷
土
や
地
域
社
会
発
展
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力
し

ま
す
」
と
謝
辞
。
式
典
後
は
、
二
十
歳
の
祝
典
実
行
委
員
会
が
、
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
の
た
め
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
撮
影
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

令和5年 二十歳の祝典実行委員会のメンバー
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